
「第３回 「えびの大規模氾濫等減災協議会」開催

えびの市、気象庁、県等が連携・協力し、えびの市内の川内川水系河川における減
災のための目標を共有し、ハード対策とソフト対策を一体的、計画的に推進し、社会
全体で常に洪水に備える「水防災意識社会」を再構築することを目的として平成２９
年５月３１日設置した「えびの大規模氾濫等減災協議会」の第３回協議会を開催しま
した。

今回の協議会では、第2回で決定した川内川流域等県管理区間の減災に係る取組方
針についてのフォローアップを行いました。

議事内容

協議会の出席者開催概要

○ 日時：平成３０年６月１２日（水）
○ 会場：いきいきくりの郷

（鹿児島県湧水町）

委員の方の主な発言

・特に意見はなかった。

高鍋町長

木城町長

【問い合わせ先】
宮崎県 小林土木事務所 河川砂防課
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所 属 役 職 氏 名 代理出席

宮崎地方気象台 台 長 小泉 岳司

えびの市 市 長 村岡 隆明 係長 松田篤志

川内川河川事務所

（アドバイザー）
専門官 川﨑 裕次

宮崎県 河川課 課 長 石井 剛 主査  久保田基寛

宮崎県 砂防課 課 長 矢野 康二 技師 吉川和樹

宮崎県 小林土木事務所 所 長 西田 員敏

・ 第2回えびの大規模氾濫等減災協議会で決定
した取り組み方針についてのフォローアップ

（評価）
・ 全機関で概ね積極的に取り組みが進められて

いる。
・土砂災害警戒区域等の指定がかなり進んでき

ているが、今後は最大規模の洪水に係る浸水
想定区域等の設定に合わせて、ハザードマッ
プ改訂等の取り組みを推進する必要がある。

※ 今回は、平成30年度川内川水防意識社会
再構築協議会と同時開催しました。


